
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年７月２８日 １１時４６分頃 

発生場所 不明（神奈川県平塚市相模川馬入橋下流付近） 

事故の概要  水上オートバイSMILE
ス マ イ ル

-7及び水上オートバイRYE
ラ イ

は、共に遊走中、両

船が衝突した。 

事故調査の経過 令和６年８月１日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 水上オートバイ SMILE-7、０.２トン 

   ２３２－４５２９９神奈川、個人所有 

Ｂ 水上オートバイ RYE、０.２トン 

   ２３５－４８３８７神奈川、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、特殊小型 

Ｂ 船長Ｂ、免許不詳 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 船首部に擦過傷 

Ｂ 左舷船首部に擦過傷 

 気象・水象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風速 約４m/s、視界 良好 

水象：川面 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、相模川において遊走中、前方か

ら接近するＢ船に対し、左旋回したところ、Ａ船の船首部とＢ船の左

舷船首部とが衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、相模川において遊走中、前方か

ら接近するＡ船に対し、右旋回したところ、Ａ船と衝突した。 

 船長Ｂは、顔面を強打するなどして打撲等を負った。 

分析  Ａ船は、相模川において遊走中、船長Ａが、周囲の見張りを適切に

行わないまま前方から接近するＢ船に対して左旋回したところ、船首

部がＢ船の左舷船首部と衝突した可能性があると考えられるが、船長

Ａから情報が得られなかったことから、衝突に至った状況を明らかに

することができなかった。 

 Ｂ船は、相模川において遊走中、船長Ｂが、周囲の見張りを適切に

行わないまま前方から接近するＡ船に対して右旋回したところ、左舷

船首部がＡ船の船首部と衝突した可能性があると考えられるが、船長

Ｂから情報が得られなかったことから、衝突に至った状況を明らかに

することができなかった。 

 船長Ｂは、両船が衝突した際、顔面を強打したものと考えられる。 



原因  本事故は、Ａ船及びＢ船が共に遊走中、両船が衝突したものと考え

られる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・水上オートバイの船長は、遊走中、周囲の見張りを適切に行い、

接近する他船の早期発見に努めること。 

 


